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はじめに 

蛍光体と磁性体を使って写真のような「「光光るるママススココッットトママググネネッットト」」を作り

ます。「蛍光」と「磁性」は、機能が全く異なりますが、その本質は化合物の結

晶構造と原子の電子構造に起因しています。難しい理屈は大学に入ってから勉

強することにして、化学の知識があれば

「光る物質」と「鉄にくっつく物質」を

作ることができます。化学の知識を駆使

して蛍光体と磁性体を作ってみましょう。

蛍の光や雪明かりよりも光るマスコット

マグネットをあかりにして勉強した方が

成績アップ間違いなし！？ 

 

蛍光体ってなんだ？ 

蛍光体とは一言で言ってしまえば光る物質です。光（可視光線、紫外線）、電

子線、Ｘ線などを照射することで自ら光る物質を蛍光体と言います。蛍光体は

身近なところで重要な役割を果たしています。例えば、カラーテレビでは色の

三原色である青、緑、赤の蛍光体が塗られたガラスパネルに電子線を照射する

ことによってカラー画像を得ています。また、蛍光灯ではガラス管の内側に蛍

光体が薄く塗りつけてあり、管内で紫外線を発生することで蛍光体を光らせて

います（右図参照）。 

多くの蛍光体は光（可

視光線、紫外線）、電子線

あるいはＸ線などを照射

している間だけ光ります

が、中には照射を止めた

後でも長時間にわたって

 



 

光り続ける蛍光体があります。そのような蛍光体を蓄光型蛍光体といい、時計

の文字盤や非常口の案内板などに使われています。今回はストロンチウムアル

ミネート系蓄光型蛍光体を用います。 

 

磁性体ってなんだ？ 

私たちの身の回りには磁石が数多くあります。例えば、フロッピーディスクな

どの記録媒体や、皆さんが子供の頃

に遊んだ U 字型や棒状の永久磁石の

ようなものです。記録媒体のように

書き込んだり、読み出したりするた

めに使われるものはソフトな磁性材

料、また永久磁石などはモーターな

どに使われておりハードな磁性材料

と呼ばれています。 

酸化物磁性材料である｢フェライ

ト｣は数多く知られており、やはりソフトあるいはハードなフェライトがありま

す。今回は、その中でも強い永久磁石で容易に合成可能なハードフェライトの

一つであるバリウムフェライト(BaO·6Fe2O3)を用います。 

 

実験 

蛍光体の合成 

ストロンチウムアルミネート系蓄光型蛍光体の一般的な作製方法を説明しま

す。SrCO3、Eu2O3、Dy2O3、Al2O3を物質量比で 0.958:0.015:0.006:1 になるように

秤量し、よく混合したのち、水素を 2%含んだアルゴン気流中、1400℃で 5 時間

焼成します。焼成後に粉砕すると写真のよう

な蛍光体(Sr0.958Eu0.03Dy0.012Al2O4)を合成する

ことができます。 

ただし今回は、時間の都合でこの蓄光型蛍

光体は合成できませんので、その代わりに短

時間で作製できる Y2O3:Eu3+蛍光体の合成を

します。 

プラスチックフィルム
　　(20~40m) 磁性粉塗布膜

　(6~15m)

針状酸化鉄微粒子（磁性材料）

 

 



 

永久磁石の合成 

バリウムフェライト(BaO·6Fe2O3)は以下に述べるような共沈法を用いて合成

します。水酸化ナトリウム(NaOH)と炭酸ナトリウム(Na2CO3)を含む水溶液に塩

化鉄(III)(FeCl3·6H2O)と塩化バリウム(BaCl2·2H2O)を含んだ水溶液を入れて、炭酸

バリウムと水酸化鉄を共沈殿させます。この沈殿物を乾燥後、高温(1000℃)で反

応させることにより、バリウムフェライト(BaO·6Fe2O3)粉末を合成することがで

きます。 

Fe3+ + 3OH- → Fe(OH)3 

Ba2+ + CO3
2- → BaCO3 

12Fe(OH)3 + BaCO3 →
1000°C

 BaO·6Fe2O3 + 18H2O + CO2 

 

このようにして合成したバリウムフェライト(BaO·6Fe2O3)粉末を、一軸加圧成形

という手法で錠剤状にして、再び高温(1000℃)で処理します。すると焼結という

現象が起き、焼き固まります。ちょうど茶碗などを作るときに、ろくろで形を

整えたあと焼いて固めるのと同じです。この錠剤状のバリウムフェライト

(BaO·6Fe2O3)は、このままではまだ永久磁石にはなっていません。そこで、強力

な磁場中で着磁をします。これは、永久磁石にクギなどをしばらくくっつけて

おくと、磁石から離してもクギ同士がくっついている現象を利用したものです。 

 

光るマスコットマグネットの作製 

ストロンチウムアルミネート系

蓄光型蛍光体粉末を、エポキシ系樹

脂を用いて成形します。まず、主剤

と硬化剤を混合したエポキシ系樹

脂と蛍光体粉末を、重さの比率で

5:1 でよく混合します。それを、シ

リコーンゴム製の型に流し込んで、

着磁したバリウムフェライト磁石

を埋め込んだのちに 150℃程度に加

熱して硬化させると、光るマスコッ

トマグネットの完成です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磁石の作製方法 

ろ過・洗浄・乾燥 

粉砕 

FeCl3·6H2O : 4.06g 

BaCl2·2H2O : 0.33g 

水 20ml に溶解 

NaOH : 5.00g 

Na2CO3 : 1.26g 

水 100ml に溶解 

共沈 撹拌・混合 

焼成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蛍光体の作製方法 

NaOH : 5.00g 

水 100ml に溶解 

Y(NO3)3·6H2O : 3.71g 

Eu(NO3)3·6H2O : 0.48g 

水 25ml に溶解 

ろ過・洗浄・乾燥 

粉砕 

共沈 撹拌・混合 

焼成 


